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［１］エンゲージメントサーベイ（ES）とは

〇 ESは「従業員が会社との“つながり”をどれだけ強く感じているか」を定量的に把握するための調査です

〇 エンゲージメントが高いほど、従業員は働きがいを感じていると言えます

〇 調査結果は今後、エンゲージメントをより高めるための各種取組みを検討する材料として活用されます

※ 従業員個々人の回答を特定することはなく、評価への反映など他の目的に使うこともありません

［２］エンゲージメントサーベイの実施目的

（１） 会社・職場・仕事への愛着の強さを把握する

・従業員の「会社･職場･仕事」への現状の愛着の強さを可視化し、数値で把握します

また、回答を通じて、従業員自身が「会社･職場･仕事」との関係を再考するための機会になることを期待します

（２）会社として取組むべき課題領域を押さえる

・調査結果に基づいて、会社として取組むべき“課題”を定めて、将来ビジョン・組織運営・人事政策・働き方等々の

働きがいにつながる様な諸環境をより良くしていくことを目指します

（３）社外への開示情報に活用する

・昨今、企業が人的資本をどの様な方針・施策で充実させようとしているかが、社会から注目されています

自社の方針と取組み内容に関連する開示情報としてESを活用することが重要になっています

エンゲージメントサーベイの目的

Ⅰ．エンゲージメントサーベイの概要
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人的資本の検討におけるエンゲージメントサーベイの位置づけ

Ⅰ．エンゲージメントサーベイの概要

 人的資本の検討に際しては、まず自社の「人的資本の対応方針策定」が起点となります。その上で、「人材戦略の立案」として、

ありたい姿としてのKPI目標の設定を行い、達成のための取組み施策の整理とロードマップ展開を行います。

 この取組みの前段階における現状認識のため、或いは進捗確認のために、従業員へのエンゲージメントサーベイは有効です。

 日本経営システムは、エンゲージメントサーベイを踏まえた人的資本の検討、それに基づく様々な個別テーマの取り組みについて

のコンサルティングも可能です。

 人事制度の見直し

個別テーマの取り組み

 役員報酬制度の見直し

 研修制度の強化

 ﾀﾚﾝﾄﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑの導入／推進

 人権DD／人権ポリシーの表明

 サクセッションプランの策定

[４]
指標と目標

[２]
戦略

[１][３]
ガバナンス
／リスク管理

❶
人的資本の

現状の見える化

❹
主な対応方針

整理

❺
KPI設定

（ありたい姿）

❼
取り組み施策

整理

人材戦略の計画展開人的資本の対応方針策定

❽
ロードマップ
展開

⓪
ガバナンス／リスク管理

開示4要素
❷

経営計画での
人的資本の要素整理

❸
自社にとっての
優先項目特定

・・・

エンゲージメントサーベイ

❻
As is/To be

分析
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日本経営システムの「エンゲージメントサーベイ」の３つの特徴

Ⅰ．エンゲージメントサーベイの概要

 日本経営システムは、長年に亘る人事制度構築や従業員満足度調査の知見とノウハウを活かして、特徴あるエンゲージメントサーベ

イが可能です。

❶ エンゲージメントの“総合評価”と“個別要素“の相関を明確化

❷ 網羅的な業種別データに基づく業界比較を実現

❸ 人的資本の情報開示に対応した設問体系

➡ エンゲージメントの“総合評価”を向上にさせるために改善すべき“個別要素”を把握できる

➡ 貴社の同一業種における客観的な位置づけを把握できる

➡ 政府が示す人的資本開示の項目区分について、社員の受け止め方を確認できる
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エンゲージメントの構成

Ⅰ．エンゲージメントサーベイの概要

 「会社・仕事・職場」に対する総合的な愛着の状態を「総合エンゲージメント」として把握します

 総合エンゲージメントを左右する要因を、「会社」「仕事」「職場」の３つの観点から「６構成区分」「15エンゲージメントドラ

イバー」に展開して確認します

Ⅰ
企業理念

Ⅱ
組織風土

Ⅴ
上司の

マネジメント

Ⅵ
チーム・職場の

環境

Ⅳ
制度・評価

Ⅲ
仕事内容

会社への
エンゲージ

総合
エンゲージメント

仕事への
エンゲージ

職場への
エンゲージ

1.経営理念と戦略

2.将来性

3.人の尊重

4.企業の社会的責任

5.適職度

6.達成感・充実感

7.成長とキャリア形成

8.給与・評価・処遇

9.人材育成・確保

10.ワークライフバランス

11.マネジメント

12.情報提供

13.チームワーク

14.業務の変革と継続

15.仕事の環境
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アウトプットイメージ

Ⅱ. アウトプットイメージ

 性別×年代：最優先課題についてドライバー別に見ると、以下の属性がDS自社平均を下回っており、問題意識を有していると思われる。

－「1_経営 理念と戦略」：男性20代／30代／40代 女性60代

「2_将来性」：男性20代／30代／40代 女性40代／60代

「8_給与・評価・処遇」：男性20代／30代／40代／50代 女性40代／60代

６．ドライバースコア 属性分析 ⑥

※従業員構成比は、性別：無回答も含めて計算
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ご案内からアウトプットまでの導入に係る全体フロー

Ⅲ．調査・検討の流れ

配信 回収 分析各種設定

納品

■本サービスのご説明
■ご活用目的や人的資本への対応状況をお伺いし、

サービス内容のご確認、およびオプションサービス追加の有無を決定

設問微調整

（2～3週間）

ご案内

ご契約

事前
打ち合わせ

エンゲージメント
調査

■ご活用目的や人的資本への対応状況を再確認し、設問の微調整等について相談
■実施時期等の概略スケジュールを設定

➊マネジメントインタビュー、❷粗現状分析、➌課題整理

アウトプットにもとづき

Option

約2か月

 標準設問・分析の場合、約2か月の検討期間を想定しています。

 なお、必要に応じてトップインタビュー/現状分析/課題整理なども別途対応が可能です。
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エンゲージメントサーベイ後の課題検討

Ⅲ．調査・検討の流れ

 エンゲージメントサーベイは人的資本経営の検討の入り口に位置づけられ、現状や施策の効果を把握するのに有効です

 エンゲージメントを高める課題は人的資本以外にも考えられ、結果に基づく様々な課題領域について、引き続きご支援が可能です

エンゲージメントサーベイ

・エンゲージメントの高さ

・要因把握

企業理念 組織風土

仕事内容 制度・評価

上司のマネジメント

チーム・職場の環境

人的資本の対応方針策定 人材戦略の計画展開

個別テーマの取り組み

人事制度の見直し

人事業務・システムの見直し

研修制度の強化

サクセッションプランの策定

役員報酬制度の見直し

……

人的資本経営

企業理念の浸透

事業戦略の再点検

組織運営の見直し

業績管理の見直し

業務改革

……

結果を踏まえた課題領域


